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「小児外科」第５８巻第 1号（２０２６年 1月号）
特集　小児鼠径ヘルニア update
最近 10年の疫学（発生頻度，男女比， 
手術年齢，手術法など） 森 禎 三 郎
内視鏡外科手術の現状 
（疫学，手術年齢，手術） 大 野 通 暢
日帰り手術の現状  畠 山 　 理
小児外鼠径ヘルニアの診断 
（触診，視診，写真撮影，超音波検査） 吉田真理子
小児内鼠径ヘルニアの診断と治療  亀 井 尚 美
小児大腿ヘルニアの診断と治療  小林めぐみ
術中合併症と対策（鼠径部切開法手術） 吉丸耕一朗
術中合併症と対策（内視鏡外科手術） 出 家 亨 一
術後合併症と対策（鼠径部切開法手術） 神 山 雅 史
術後合併症と対策（内視鏡外科手術） 石 橋 広 樹
低出生体重児に対する治療方針  中 島 雄 大
年長児（10歳以上）に対する治療方針  田 附 裕 子
卵管滑脱ヘルニア  渡辺栄一郎
卵巣（子宮）脱出ヘルニア  佐々木英之
嵌頓鼠径ヘルニア：最近の実情  益 子 貴 行
高位結紮に使用する縫合糸の選択  奈 良 啓 悟
感染予防対策 
（術野消毒，皮膚縫合，抗菌薬使用） 海 野 　 彩
ムコ多糖症児に対する手術  石 丸 哲 也
アンドロゲン不応症合併ヘルニアに対する対応  宇都宮有美
ヘルニア術後長期合併症としての不妊症と外科治療（1） 
ソケイヘルニア術後長期合併症としての 
男性不妊症  白 石 晃 司
ヘルニア術後長期合併症としての不妊症と外科治療（2） 
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◇あとがき◇
　今年も師走になりました。12月といえばクリ
スマスや忘年会など，寒さのなかにも楽しい行
事が続きますが，年齢を重ねるにつれ，時が経
つのが早くなり，仕事量が増え，自分の時間が
減り，楽しい時間とは無縁になってきていま
す。おまけに今年は 8月に人生初のCOVID-19，
11月にこれまた人生初のインフルエンザに罹
患しました。ともに出張が続き，高度の疲労状
態ではあったものの，これも年齢のせいかと思
うと情けなく，歳は取りたくないとつくづく思
う今日この頃です。ちょうど来年度で定年退職
になるので，時間に余裕ができるようになった
ら，ピアノを弾いたり，クラシック音楽の演奏
会を聴きに行ったりしたいと考えています。第
53巻 4号の連載エッセイ「ふるさと」にも書き
ましたが，私の両親と兄弟はクラシックの音楽
家です。ピアノの音色を聴いていると不思議と
リラックスできるのは，ピアニストだった母親
の胎教の影響なのかも知れません。一時期は絶
対に認めたくなかったクラシック音楽との関係
を，今は素直に受け入れられるようになったの
も，歳を取ったせいなのでしょう。
　さて，今回は『停留精巣』という特集号を企画
しました。昨年，日本小児泌尿器科学会が 2005
年の第 1版に続き，19年ぶりに『停留精巣診療
ガイドライン第 2版（2024）』を作成しました。
私も分担執筆者であったため，本特集号はこの
ガイドラインの内容を中心に，停留精巣の診
断，治療，疫学，予後などの最新の知見で構成
し，執筆者にはガイドライン作成委員会から多
くの委員に加わっていただきました。停留精巣
や遊走精巣などの精巣位置異常は，小児外科の
外来においても日常的に遭遇する頻度が高く，
本特集号を外来診療や手術，両親への説明など
に活用していただけることを願っております。
　最後に，私も編集委員になって13年が経ちま
した。編集委員会は新旧交代の時期ですが，『も
う少し頑張りましょうかね』という天国の黒田
先生からの優しい笑顔と声に励まされながら，
黒田先生に褒められる企画をもう少し作り続け
たいと思います。
 （世川　修）
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